


ブログを作った目的

このブログは日々のちょっとした楽しかった事や時には、豆知識を皆さんに発信することを目的に作っています。

 
最初に自己紹介をしましょう。

都道府県・京都府

生まれ・新潟県

職業・タクシーの運転手

生年月日・１９８０年

将来の夢・個人タクシーとして独立

 
まぁ〜こんなもんですね。

新潟県出身ですが、大分県・埼玉県・茨城県・神奈川県と仕事で色々な都道府県に行きましたが、

今は、京都市内でタクシーの運転手をして５年くらいかな？

 
最初にタクシー会社で普通自動車二種免許証を取らせてもらいましたが、

タクシー会社に入って一つだけ大きな問題に気付いてしまいました。

 
なんと、京都駅も分からないことに・・・

その当時は一瞬焦った・・・

今となっては、笑い話ですね。

 
でも、僕は思うんです。

もし、あの時タクシー業界の扉を叩く勇気がなかったら、今頃、何をしてたんだろう・・・って。

 
僕には未知の扉を叩く勇気があったから良かったけど、もしも、何かをしようとしていて、

迷っている人がいたら、勇気を出して、扉を叩いてみて下さい。

後は何も要りません。

扉を叩く勇気だけがあれば可能性は無限大に存在します。

 
チャンスは待っていても来ませんよ。

自分からチャンスを追いかける事でチャンスを手にする事ができます。

 
 
 
 
 



舞妓さんに出会えるチャンスを上げよう！

皆さんは京都って聞いて何を思い浮かべるでしょう？

お寺・舞妓さんなど、京都から連想される物は人それぞれでしょうね。

 
でも、お寺なら好きに見に行く事ができますが、舞妓さんってお座敷に行かないと見れないと言うイメージがあるの

では・・・

 
その祇園を歩いていると偶然に舞妓さんを見かける事もありますよ。

京都観光に来た人は一度は、舞妓さんを見てみたいでしょうね。

 
そこで、舞妓さんが歩いている時間帯を教えましょう。

比較的、舞妓さんに出会う事が出来る時間帯は、夜ですよ。

昼間に出会う事があったら、それは、超奇跡です。

 
では、夜と言っても１９時頃から翌４時くらいまでと、

非常に幅が広いですが、この中で時間帯が重要になります。

 
皆さんは何時頃だと思いますか？

 
実は、２１時頃から２３時頃の３時間が勝負です。

この時間帯を狙おう！

祇園の四条通と花見小路が交差している交差点に立っていれば、

 
舞妓さんが歩いている場合がありますよ。９８％の確率で会う事ができます。

せっかく、京都観光に来たらやっぱり舞妓さんに会いたいですよね。

 
舞妓さんも忙しいのですが、お願いをすると写真を撮らせてくれる

舞妓さんもいますよ。

 
舞妓さんを見かけたら写真を撮りたい気持ちは良く分かりますが、

でも、最低限のマナーとして勝手に写真を撮るのではなくて、

舞妓さんに一声「写真を撮らせてもらって良いですか？」って

一言、断ってから写真を撮りましょう。

 
舞妓さんも僕らと同じ、一人の人間なので

舞妓さんにも常識ある行動をお願いします。

 
 
 
 
 



タクシーの運転手の給料ってどうなっているの？

タクシーの運転手の給料はどうやって決まっているか分かりますか？

実は、タクシーって歩合給なんですよね。

でも歩合給で給料をもらっている事は皆さんも分かるでしょう。

 
会社によって歩合給は異なりますが、ほとんどの会社が似た歩合給になっています。

タクシー会社にはノルマは一切ありませんよ。

しかし、アシキリと言うのがあります。

 
アシキリは一か月で３２円がほとんどです。

３２万までの売り上げなら４３％くらいが給料になりますが、アシキリを超えて、

一か月で５０万円の売り上げが出来た場合には、一気に６３％くらいになります。

 
つまり、ノルマにすると労働基準法に引っかかるために、

アシキリと言う制度を使用しています。

 
普通に真面目に仕事をしていると一か月で６０万円の売り上げは出来ます。

そうすると、手取りでなんと！

３０万円も、もらえる事になる稼ぐ事が出来る仕事です。

 
 
 
 



京都の道は京都独特です

京都の道には通り名が付いています。

そもそも、京都が碁盤の目になっているって聞きますよね？

でも、碁盤の目になっているのは、京都市内の中心部だけですよ。

 
南は、九条通りで北は、北大路通りです。

そして、西は西大路通りで東は東大路通りです。

 
この４つの通り名の中に細い道や大通りもありますが、

全てに通り名が付いています。

これから、この通り名を紹介していきましょう。

 
皆さんが京都観光をする際の参考になれば光栄です。



五重塔がある通り名です

碁盤の目の一番南の通り名が九条通りです。

九条通りは東西の通り名で観光名所にもなっている

東寺（五重塔）がある通り名です。

観光名所になっているお寺があることから毎日、観光客が沢山います。

 
駅は、近鉄東寺駅があるので、東寺に行く際には近鉄東寺駅で

下車する方が良いでしょう。

 
近鉄東寺駅から東に進むと地下鉄九条駅があります。

ちなみに、京都は東西南北で言うために、

道案内をする場合にも東西南北を使用します。

 
京都以外の都道府県の人には分かりにくいでしょうが、

南は地図の下で北や地図の上になっています。

西は地図では左になり、東は地図では右になります。

 
 
 



京都駅の裏にある通り名です

今回は、八条通りです。

八条通りは京都駅の裏側であり、新幹線の乗り場がある通り名です。

八条通りは京都駅付近は広いのですが、

京都駅付近から少しでも離れると細い道になっています。

八条通りにはビジネスホテルが多いために観光の際にも非常に便利な場所です。

 
また、八条通り付近のビジネスホテルに宿泊することで、

京都駅から電車で移動が可能になっているために、

京都の中心部に移動する際にも便利でしょう。



七色の噴水を見ることが出来ます

今回は、塩小路通りです。

七条通りには京都駅があり、京都市営バスのバス停や

タクシー乗り場があるために交通の便が良い場所です。

 
東京には東京タワーがあるように、京都には京都タワーがあります。

その、目の前にある通り名が塩小路通りです。

 
京都タワーは、１３１メートルですが、

京都タワーを建設した当時の京都市の人口が１３１人だったために、

１３１メートルになっています。

 
塩小路通りは京都駅の目の前と言うことで、京都駅も非常に見どころです。

京都駅には実は、噴水があります。

しかし、一日中噴水がでているのではなくて、

一定の時間のみに噴水がでます。

 
しかも、七色の噴水がでるので、非常に綺麗ですよ。

 
それじゃ〜いよいよ皆さんが一番気になるのが

時間帯ですよね？

 
皆さんは何時頃だと思いますか？

朝？夕方？夜？それとも夜中？

色々な時間帯がありますね？

 
皆さんからあまり、じらさないで早く教えて〜って声が聞こえてきそうだから

そろそろ、発表しま〜す。

 
なんと、２１時（夜の９時）ジャストです。

 
是非、イルミネーションの噴水を見てはどうでしょうか？



今回のテーマーは、七条通りです

今回は、七条通りです。

七条通りは東西の通り名です。

七条通りには京阪七条駅があります。

 
七条通りには有名な三十三間堂があるために、

比較的、観光客が多い道路です。

 
七条通りには市場があるために、

夜中には多くのトラックが走っています。

 



五条通です

今回は、大きい通りの五条通りです。

五条通りにある駅は、ＪＲ丹波口駅になります。

ＪＲ丹波口駅と更に東に行くと京阪清水五条駅があり、

 
まだまだ、東に行くと超有名な清水寺があります。

清水寺には毎日、多くの観光客がいるためい、大変に賑わっています。

 
清水寺に行くためには、京阪清水五条駅で下車して

タクシーで５分程度で行けるために、初乗り料金で行く事が可能です。



京都のメイン通り

京都のメイン通りは四条通りです。

四条通りはメインになる通りなので、

多くの飲食店が並んでいます。

 
しかし、片側一車線の通りなので、自家用車で

京都に観光旅行に来た際には四条通りは、避ける方が無難です。

自家用車で四条通りを走った場合には、渋滞に巻き込まれて後悔するでしょう。

 
その渋滞の原因は京都市営バスです。

バスがバス停で止まるたびに、バスの後ろにいる車が全て止まる

ために、渋滞になります。

 



京都市役所がある大通り

今回は御池通りです。

 
御池通りは京都市役所がある非常に広い道路になっています。

御池通りにはビジネスホテルが沢山あるために、

 
観光客や出張に来た人が宿泊に利用しています。

全国的にも超有名なホテルオークラも御池通りにあります。

 
観光客が集まる二条城がありますが、

二条城に行く場合には地下鉄二条城前駅で下車すると良いでしょう。

地下鉄二条城前駅で下車すると目の前には二条城があります。


